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近世

ほ
く
ろ
く
ど
う

「
北
国
街
道
」と
は

北
陸
道
諸
国
を「
北

な
か
せ
ん
ど
う

国
」
と
総
称
し
た
こ
と
に
因
み

中
山
道
か

ら
分
岐
し
て
近
江
・
越
前
・
加
賀
・
越

中
を
経
て
越
後
に
至
る
街
道
を
指
し

お
い
わ
け

さ
ら
に
越
後
直
江
津
か
ら
信
濃
追
分
で

再
び
中
山
道
に
連
絡
す
る

小
松
を
通

か
み
か
い
ど
う

か
み
ど
お
り

過
す
る
街
道
は
「
上
街
道
」「
上
通
」

と
呼
ば
れ
た
が

こ
れ
は
京
都
を
意
識

し
た
通
称
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う

北
国
街
道
は
金
沢
方
面
か
ら

高
堂

村

荒
屋
村

島
田
村

梯
出
村

小

松
町

三
日
市
村

須
天
村

今
江
村

串
村

四
丁
町
村

月
津
村

矢
田

新
村
と
通
過
し
て
大
聖
寺
藩
領
へ
と
延

び
て
い
た

ま
た
現
在
で
も
小
松
市
中
心
部
の
町

並
み
は
宿
駅
の
面
影
が
残
る
が

京
町

の
九
津
屋
次
郎
左
衛
門
は
本
陣
を
勤
め

幕
府
巡
見
上
使
等
が
宿
泊
し
た

ま
た

て
ん
ま

ば
ひ
つ

伝
馬
の
た
め
の
馬
匹
五
〇
疋
が
置
か
れ

宝

じ

う

永

年
（
一
七
〇

）
金
沢
と
の
間
に
十

し
く

え
き

北
国
街
道
と
宿
駅
小
松
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串茶屋一里塚（浮見駒太郎画『江戸の姿を今に伝える小松の自然と年中行事二十八景』）

かつての長田町往来（小松市立博物館提供）

二

五



近

世
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ど

ひ
き
ゃ
く

度
飛
脚
が
整
備
さ
れ
た
。

上
街
道
を
通
行
し
た
の
は
巡
見
上
使
だ
け

で
は
な
く
、
藩
主
が
江
戸
か
ら
帰
国
す
る
際

に
も
使
用
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
例
の
よ

う
に
藩
主
が
上
街
道
を
使
用
し
た
の
は
藩
政

期
を
通
じ
て
四
例
を
み
る
に
過
ぎ
な
い
が
、

ま
え

だ

な
り
や
す

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
二
月
、
前
田
斉
泰

が
江
戸
か
ら
帰
国
に
あ
た
り
東
海
道
〜
上
街

道
を
通
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
こ
れ

に
随
う
者
た
ち
の
た
め
に
『
江
戸
よ
り
金
沢

上
道
中
絵
図
』
が
作
成
さ
れ
た
。
小
松
市
域

に
関
連
す
る
箇
所
を
拾
う
と
、
串
村
・
木
場

潟
・
琴
湖
（
今
江
潟
）
・
那
谷
寺
観
音
・
小

松
城
な
ど
街
道
近
辺
の
名
所
に
つ
い
て
触
れ

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
他
『
小
松
旧
記
』
を
ひ
も
と
く
と
、

ゆ

ぎ
ょ
う
し
ょ
う
に
ん

遊
行

上
人
や
京
都
の
公
家
・
諸
藩
の
大

名
・
東
西
本
願
寺
の
使
者
等
の
通
行
・
宿
泊

も
確
認
さ
れ
、
小
松
が
繁
華
な
宿
駅
で
あ
っ

た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

（
石
田
文
一
）
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上街道中絵図（石川県立歴史博物館所蔵）

旧北国街道（大川町）の現在の様子 前方には梯川が流れている

月津一里塚
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